
①第二者評価機関名

福祉サービス第二者評価結果

②第二者評価実施期日

福祉サー ビス評価センターおおいた 令不日5年 8月 24日

③事業者情報

④総評

◇評価の高い点

【質の向上に向けた取 り組みが組織的・計画的に行われている。】

・養育・支援の質の向上を目指 し、計画策定・実行・評価 。見直しのサイクルで、

恒常的に組織 として取 り組んでおり、職員一人ひとりが理解 と参画が得られている。

【養育。支援の質の向上に意欲をもちその取組に指導力を発揮 している。】

・施設長は、毎月の職員会議、企画会議、支援会議等の場において、理念や方金十を

踏まえ、把握 した養育・支援の課題を分析 し、福祉の質の向上ための具体的な取組を

明示 して指導力を発揮 している。また、質の向上のための体制として、毎月外部ス

ーパーバイザーを入れての学習会を開催 している。

・被虐待児、発達特性等の対応が困難な児童が増している中、職員一人ひとりの資

質の向上が求められており、職員は各種会議に参画して、情報を共有化して組織的

に児童を尊重した養育支援に取 り組んでいる。

・子どもの権利を守 り、子どもが相談したり意見等が述べられるよう意見箱 「ドラ

えもんポケット」が設置されている。また、外部の児童福祉に精通した第二者委員

が定期的に相談できるよう体制が整備されている。

【子 どもの発達状況に応 じ、職員と一緒に生い立ちを振 り返る取組を行つている。】
。FSWを中心に児相 とライフス トーリワークを実施 している。アルバムをす ぐに手

に取れるところに置いている。 自分の生まれたふるさとを訪ねる等、生い立ちを振

り返る機会を確保 。実施 している。

【生活のいとなみを通して、基本的生活習慣を確立するとともに、社会常識及び社

会規範、様々な生活技術が習得できるよう養育・支援 している。】
。ユニット内で調理や庭で野菜を育てながら生活技術の習得に努めている。各ユニ

ットに行き来する際の挨拶や玄関で靴をそろえる等の社会常識等を得る支援を行つ
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ている。また近年 SNSの問題もあるため、警察署から講話をしてもらい知識や情報

の提供の機会としている。

◇改善を求められる点

【経営課題を明確にし、具体的な取組を進めている。】

・施設運営の安定性を図るため、施設の経営状況について定期的に分析して、養育・

支援の質の向上や、組織体制の整備、建物の整備、人材育成、財務状況等の現状分

析を適切に、具体的に取組を行うことを期待する。

【経営の改善や業務の実効性を高める取組に指導力を発揮している。】
。経営の改善や福祉業務の安定を図るため、効果的な福祉人材確保 (採用等)や育

成について、継続的に取り組むことを期待する。

【子どもの権利擁護に関する取組が徹底されている。】

・意見箱 (ドラえもんポケット)が整備されており、子どもが利用しやすい環境整

備もなされている。今後は実践していることをマニュアル等文書化し整備されるこ

とを望む。

⑤第二者評価結果に対する事業者のコメント

評価結果をもとに、改善すべき分野・項目において、再度、施設で見直 し、子ど

も達の最善の利益に向けて追求 したいと考えてお ります。

⑥各評価項目にかかる第二者評価結果 lttU紙)
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